職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
建築構造設計事務所にて◯年間、学校・庁舎などの公共施設と民間の事務所ビルを対象に耐震診断業務を担当してまいりました。RC造・S造の第2次診断を中心に年間◯棟を手掛け、現地調査の計画からIs値の算定、補強計画の立案、報告書作成と発注者への説明までを一貫して担当しています。既存図面が残っていない建物では、配筋探査やコア採取の結果を図面復元に反映させ、算定条件の根拠を報告書に明示する進め方を続けてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：建築構造設計および耐震診断・耐震改修設計を手掛ける設計事務所（従業員◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：耐震診断
【担当業務】
・公共施設・民間ビルのRC造・S造建築物の耐震診断（第2次診断を中心に年間◯棟）
・現地調査の計画と実施（コンクリートコア採取、シュミットハンマー試験、配筋探査、劣化状況の確認）
・構造計算ソフト（SS7、SEIN La CREA）を用いたIs値・CTU・SD値の算定と入力条件の整理
・耐震補強計画の立案と、鉄骨ブレース・RC壁増設などの補強案の比較検討および補強設計図書の作成
【実績】
・図面が一部欠落していた校舎◯棟について、調査位置の割付表と復元図を作成して算定条件を整理し、判定委員会での指摘事項を追加調査なしで解消して期限内に報告書を提出しました。
・庁舎の補強計画で鉄骨ブレースとRC壁増設の◯案を工期・使用制限・概算工事費の観点で比較し、執務を継続できる案を発注者に提示して採用に至りました。


■活かせる経験・知識・スキル
・RC造・S造建築物の耐震診断（第1次〜第3次診断）と診断報告書の作成
・構造計算ソフト（SS7、SEIN La CREA、SNAP）による入力・算定
・コンクリート強度試験・中性化試験・配筋探査の計画と結果評価
・AutoCAD・Jw_cadによる復元図、診断図、補強設計図の作成
■資格
・一級建築士（20XX年X月取得）
・構造設計一級建築士（20XX年X月取得）
■自己PR
図面や竣工時の資料が不足する既存建物でも、調査計画の段階で不足情報を洗い出し、診断結果の精度を確保することが私の強みです。増改築歴のある校舎◯棟では、現地での配筋探査とコア採取の位置を階・軸ごとに整理し直し、復元図と実測の相違点を一覧化したうえで算定条件を設定したため、判定委員会での質疑にも根拠資料をその場で示して対応できました。貴社でも、調査条件の整理と根拠の残し方を担い、診断から補強設計への引き継ぎがしやすい報告書づくりで貢献したいと考えております。
以上
